
 

うさぎ組で人気の手遊び絵本です。歌詞や振りも覚えていてしぐさが可愛いので、ご家庭で

も一緒に楽しんでみてくださいね。 

『りんごごろごろ』 世界文化社 

ぶん／もぎ あきこ  え／森あさ子 

 

りーんごごろごろ りーんごごろごろ  （両手をグーにして 胸の前で回す） 

みかんかーんかん みかんかーんかん  （グーにした両手を頭を叩くようににつける） 

ピーマンピーピー ピーマンピーピー  （チョキにした両手を目に当てて泣きまねをする） 

トマトとことこ トマトとことこ    （チョキにして歩いているように指を動かす） 

パイナップルプル パイナップルプル  （両手をグーにして胸元で震わせる） 

ぶどうぷっぷー ぶどうぷっぷー    （車の運転しているように両手を動かす） 

しいたけシュッシュ しいたけシュッシュ（“シュッシュ”で汽車のように両手を動かす） 

バナナバイバイ バナナバイバイ    （片手を腰に当てながら手を振る） 

おそらきらきら おそらきらきら    （頭の上で両手をキラキラ動かす） 

ねんころりん またあした       （手を合わせた両手を頬に当てる） 
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うさぎぐみだより 

９月の手遊び♪  『りんごごろごろ』 

 

新型コロナウイルスの自粛もなくなり今年は祭りなどいろんな体験を楽しんだ夏が終わり、だんだんと秋の気配

が近づいてきました。夏風邪の流行もありましたが、保育園では元気いっぱいの子どもたち。友だちとの関わりも

楽しくなってきたようで、室内や園庭で追いかけっこや友だちの真似っこをしてみたり、友だちの名前を呼んだり

と仲間意識が強まってきた様子。愛が強すぎて抱きつきかたが激しいです。楽しいときはいいですが気持ちのぶつ

かり合いやまだ加減ができないこともあるので、経験を重ねるなかで身につくよう子どもたちの姿を見守っていき

たいと思っています。来月はいよいようんどう会。うさぎ組の子どもたちらしい姿を親子で味わって頂きたいと計

画しているので、お楽しみに…。 

 

暑さもあり水に触ることが気持ちいいようです。園庭遊びでも外に出ると先ずは水道へ一目散に向かう子どもた

ち。ぞうさんジョーロに水を入れて野菜へ水まきや、その場で水をこぼして靴や洋服がびしょ濡れになってもへ

っちゃら！昔ながらの蛇口ですが開閉も上手に自分でやっている子もいます。テラスでの水遊びは日が増すごと

に激しくなってきて…ひしゃくでの水かけっこでは顔にかかった水を手で何度もぬぐいながら相手に攻撃し続け

ている子もいれば、友だちに頭から水をかけられて真顔で相手を見つめている子もいました。感触遊びとして泡・

氷・色水を使って遊び、泡では自分の体や容器を洗ったり、氷の大きな塊を「重い～」と言いながら運んだり触っ

て「熱い」と連呼していました。こぐま組さんの真似をして朝顔を使ってビニール袋での色水作りも楽しかったよ

うです。この夏の経験が次の遊びに発展して繫げられていけたらと思っています。 

 楽しかった夏あそび  

 

ごっこあそび 

 

室内で数名の友だち

と一緒にバックを持

ってお出かけ。「どこ

行くの？」と聞くと

「こっち！」とこたえ

ていました。おしゃべ

りが増えてきた今日

この頃です。保育者も

一緒にかき氷屋さん

ごっこ。色の付いた容

器を自分で選んで買

いに来て食べる真似

を楽しんでいました。 


